
『
日
本
語
学
論
集
』
第
九
号

二

O
二
二
年
三
月

三
巻
本

『
色
葉
字
類
抄
』

仏
法
部
の
研
究

l
用
例
を
中
心
に
|

は
じ
め
に

院
政
期
に
成
立
し
た
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
(
以
下
、
字

類
抄
)
の
収
録
語
葉
は
、
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
、
古
記
録

・
古
往
来
を
中
心
と
す
る
漢
字
文
献
、
漢
詩
文
類
、
仏
教
説

話
集
等
の
和
漢
混
靖
文
に
そ
の
用
例
の
見
ら
れ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
編
纂
者
が
何
故
、
こ
の
よ
う
な

様
々
な
種
類
の
語
を
収
録
し
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

未
だ
に
統
一
見
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
こ

で
本
研
究
で
は
、
字
類
抄
一
二
部
中
一
五
番
目
の
「
畳
字
部
」

に
収
録
さ
れ
た
「
仏
法
部
」
語
葉
二
二
六
語
を
対
象
と
し
て
、

当
時
の
文
献
で
の
使
用
分
布
の
偏
り
を
概
観
し
、
こ
の
問
題

に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
筆
者
は
別
稿
(
藤
本

二
O
二
二
年
三
月
/
訓
点
語
と
訓
点
資
料
)
に
仏
法
部
語
葉
の
字
音

に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
こ
れ
と
併
せ
て
字
類
抄
の
輪
郭
が
よ
り
明

藤

本

女了

瞭
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

仏
法
部
語
棄
と
は

抑
も
仏
法
部
と
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
語
群
で
あ
る
の
か
。

一
般
に
は
、
仏
教
に
関
す
る
語
の
集
合
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
が
、
仏
法
部
は
「
天
象
部
」
や
「
名
宇
部
」
と
は
異
な
り
、
「
畳
宇

部
」
中
の
下
位
意
義
分
類
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
り
、
仏
典
や
仏
教
書

か
ら
抄
出
さ
れ
た
専
門
性
の
高
い
語
群
等
と
は
距
離
の
あ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
畳
宇
部
」
に
収
録
さ
れ
た
二
字
以
上
の

熟
語
を
、
更
に
「
部
」
「
分
」
「
名
」
等
に
分
類
す
る
際
に
、
比
較
的

仏
教
に
関
連
す
る
語
群
を
「
仏
法
部
」
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

仏
法
部
語
葉
の
性
格
を
知
る
た
め
に
、
試
み
に
次
の
三
点
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
概
観
し
た
。

①
仏
教
関
係
語
の
字
類
抄
内
で
の
配
置

②
仏
法
部
語
葉
と
同
等
の
仏
教
関
係
語
の
字
類
抄
収
録
状
況



③
「
分
」
名
か
ら
推
察
さ
れ
る
仏
法
部
語
棄
の
性
格

①
例
え
ば
、
宇
類
抄
中
、
構
成
字
に
「
仏
」
を
含
む
語
で
、
仏
法
部

に
な
い
語
は
次
の
三
語
で
あ
る
。

・
仏
壇
フ
ッ
タ
ン
(
地
儀
・
黒
川
本
中
一

O
一
オ
)

・
仏
師
フ
ツ
シ
(
人
倫
・
黒
川
本
中
一

O
二
オ
)

・
興
隆
仏
法
(
畳
字
・
前
田
本
下
一
二
ウ
)

前
二
者
の
よ
う
に
、
仏
法
部
語
葉
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
語
義
を
備
え

る
語
で
も
、
上
位
の
意
義
分
類
に
よ
り
別
部
に
収
録
さ
れ
た
語
は
少

な
く
な
い
。
「
諸
寺
部
」
に
「
塔
頭
」
「
根
本
中
堂
」
等
と
あ
る
の
も
、

こ
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
「
興
隆
仏
法
」
の
よ
う
に
、
三
字
以
上
の
熟
語
か
ら
な
る
仏

教
関
係
語
は
、
「
畳
宇
部
」
の
最
後
に
「
長
畳
字
」
と
し
て
並
べ
ら
れ

る
語
群
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
排
列
(
長
畳
字
へ
の
配
置
)
は
、
原

則
と
し
て
畳
宇
部
内
の
他
の
意
義
分
類
よ
り
も
優
先
し
て
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
仏
法
部
に
所
属
す
る
「
堂
童
子
」
「
御
斎
会
」

の
二
語
も
本
来
は
「
長
畳
字
」
と
し
て
配
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
も

の
と
推
察
出
来
る
。
筆
者
は
「
長
畳
字
」
に
つ
い
て
本
集
第
四
・
五

号
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
「
一
…
探
手
半
」
「
善
知
識
」
の
知
き
仏

教
関
係
語
も
多
く
擁
し
て
お
り
、
仏
教
関
係
語
を
探
す
際
に
は
必
ず

目
を
通
す
べ
き
部
の
一
つ
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
字
類
抄
中
の
仏
教
関
係
語
の
全
て
が
仏

法
部
に
含
ま
れ
る
訳
で
は
な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

②
本
稿
第
二
節
に
お
い
て
、
仏
法
部
語
葉
の
用
例
調
査
を
行
っ
た
が
、

そ
の
際
に
筆
者
が
、
使
用
頻
度
・
表
記
難
度
等
の
観
点
か
ら
「
字
類

抄
仏
法
部
語
葉
と
同
等
」
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
認
識
し
た
語
群
の
中

か
ら
数
語
を
こ
こ
に
挙
げ
、
宇
類
抄
へ
の
収
載
状
況
を
確
認
す
る
。

ま
ず
、
以
下
の
語
群
は
、
①
で
述
べ
た
事
情
に
類
す
る
が
、
仏
法

部
以
外
に
収
録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
雑
部
・
人
倫
部
・
官
職
部
な

ど
他
部
に
分
類
さ
れ
た
も
の
の
他
に
も
、
畳
宇
部
中
別
部
に
下
位
分

類
さ
れ
た
た
め
に
仏
法
部
語
葉
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

-
袈
裟
(
ケ
雑
物
・
黒
川
本
中
九
七
ウ
)

・
菩
薩
(
ホ
人
倫
・
前
田
本
上
回
三
オ
)

-
法
師
(
ホ
人
倫
・
前
田
本
上
回
三
オ
)

-2-

-
僧
都
(
ソ
官
職
・
黒
川
本
中
一
九
ウ
)

・
僧
正
(
ソ
官
職
・
黒
川
本
中
一
九
ウ
)

・
供
奉
(
ク
官
職
・
黒
川
本
中
八
二
オ
)

・
座
主
(
サ
官
職
・
前
岡
本
下
五
四
ウ
)

-
表
白
(
へ
畳
字
・
雑
部
・
前
田
本
上
五
三
オ
)

-
利
益
(
リ
畳
字
・
雑
部
・
前
田
本
上
七
五
ウ
)

-
布
施
(
フ
畳
字
・
雑
部
・
黒
川
本
中
一

O
七
ウ
)

・
参
拝
(
サ
畳
字
・
雑
部
・
前
田
本
下
五
三
オ
)

裟
婆
(
シ
畳
字
・
雑
部
・
前
田
本
下
八
四
オ

祈
祷
(
キ
畳
字
・
神
社
部
・
前
田
本
下
六
一
オ

-
慈
悲
(
シ
畳
字
・
人
倫
部
・
前
田
本
下
八
一
ウ
)

こ
れ
に
対
し
、
以
下
の
語
群
は
字
類
抄
に
収
録
さ
れ
な
い
。



-
入
道
・
法
名
・
往
生
・
僧
徒
・
浬
繋
・
和
尚
・
願
文
・
観
音
・
仏
教

-
仏
陀
・
仏
道
・
護
法
・
極
楽
・
天
竺
・
参
鰭
・
経
典
・
祈
響
・
琳
伽

出
家
・
修
羅
・
修
善
・
舎
利
・
浄
土
・
宿
業
・
写
経
・
沙
門
・
釈
尊

-
浄
衣
・
禅
尼

こ
れ
ら
の
語
群
が
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
事
情
に
つ
い
て
、
今
明
確

な
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
語
の
取
捨
(
あ
る
い
は
遺

漏
〉
は
、
字
類
抄
の
編
纂
方
針
・
編
纂
方
法
に
関
わ
る
問
題
と
し
て

今
後
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

③
仏
法
部
の
下
位
分
類
と
し
て
「
分
」
「
名
」
が
あ
り
、
「
分
」
名
に

つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

釈
教
分
・
内
典
分
・
寺
家
分
・
法
会
分
・
僧
侶
分

こ
れ
ら
の
語
義
を
改
め
て
示
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
り
(
そ
れ
ぞ

れ
仏
法
部
の
語
例
を
《
》
に
付
し
た
)
、
こ
の
こ
と
が
仏
法
部
の
お

よ
そ
の
内
容
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

。
釈
教
・
:
釈
迦
牟
尼
の
説
い
た
教
え
。
仏
教
の
意
。
(
中
村
)

《
八
教
・
五
時
・
釈
教
》

O
内
典
・
:
仏
教
の
典
籍
。
仏
典
。
外
典
(
仏
教
外
の
書
物
)
に
対
し
て
い
う
。
(
中

村
)

《
法
文
・
長
行
・
華
厳
・
天
台
・
三
論
・
密
教
》

O
寺
家
・
:
寺
院
、
文
は
寺
中
に
住
す
る
僧
衆
を
云
ふ
。
(
望
月
)

《
中
門
・
講
堂
・
札
盤
・
舟
鐘
・
金
堂
・
剃
柱
》

。
法
会
・
:
①
経
典
を
読
受
す
る
集
ま
り
。
②
仏
事
・
法
要
を
い
う
。
仏
・
菩
薩

を
供
養
し
、
衆
僧
や
民
衆
に
食
事
を
施
し
、
説
法
な
ど
を
行
な
う
集

ま
り
で
、
イ
ン
ド
以
来
行
な
わ
れ
た
。
(
中
村
)

《
聴
衆
・
竪
義
・
講
説
・
導
師
・
維
摩
・
呪
願
》

。
僧
侶
:
・
出
家
し
て
み
ず
か
ら
修
行
す
る
と
と
も
に
仏
の
道
を
教
え
広
め
る
者

の
集
団
。
ま
た
、
そ
の
個
人
。
桑
門
。
僧
徒
。
(
日
国
)

《
説
経
・
論
議
・
道
心
・
念
調
・
安
居
・
坐
禅
》

こ
の
他
、
「
分
」
名
が
付
さ
れ
ず
、
単
に
「
仏
法
部
」
と
の
み
あ
る

次
の
よ
う
な
語
群
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
上
の
五
分
類
に
限
定
さ

れ
な
い
、
広
く
仏
教
に
関
わ
る
語
で
あ
る
と
理
解
出
来
る
。

《
引
導
・
鎮
護
・
知
識
・
頂
戴
・
三
味
・
祈
念
》

さ
て
、
以
上
に
概
観
し
た
よ
う
に
、
仏
法
部
語
葉
は
、
字
類
抄
の

中
で
唯
一
の
仏
教
関
係
語
群
で
あ
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
畳
宇

部
中
の
他
部
と
同
様
に
、
一
つ
の
特
色
を
帯
び
た
語
群
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
こ
れ
ら
が
、
当
時
の
仏
教
関
係
以
外
の
書
物
に
ど

の
程
度
使
用
さ
れ
た
か
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
字
類
抄
編
者
の

目
指
し
た
辞
書
像
の
一
面
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
期
待
す
る
。

-3-

仏
法
部
語
葉
の
平
安
・
鎌
倉
期
の
用
例

仏
法
部
に
分
類
さ
れ
た
畳
宇
部
語
葉
全
二
二
六
語
に
つ
い
て
、
平

安
・
鎌
倉
期
を
中
心
と
す
る
文
献
内
で
の
使
用
の
有
無
を
調
査
し
た
。



〈
表
A
〉
に
調
査
結
果
を
示
す
。
ま
た
〈
表
A
〉
の
分
析
結
果
を
〈
表

B
〉

i
〈表
G
〉
に
示
す
。

[
凡
例
]

-
〈
表
A
〉
に
は
、
該
当
文
献
に
該
当
語
が
存
在
す
る
か
否
か
を
、
各
ジ
ャ
ン
ル

中
の
文
献
数
で
示
し
た
。
見
出
し
語
は
、
な
る
べ
く
通
行
の
字
体
に
置
き
換
え

て
示
し
た
。
近
似
の
字
体
や
語
の
注
文
、
所
在
等
の
情
報
は
、
藤
本
(
二

O
一

三
年
三
月
/
訓
点
語
と
訓
点
資
料
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
本
開
査
は
表
記
の
需
要
を
問
題
と
せ
ず
、
語
の
使
用
範
囲
を
調
べ
る
も
の
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
「
引
描
・
引
接
」
「
論
議
・
論
義
」
「
加
茶
・
迦
陀
」
「
壇
越
・

檀
越
」
「
僧
房
・
僧
坊
」
「
綜
色
・
彩
色
」
「
聖
教
・
正
教
」
「
濡
瓶
・
写
瓶
」
「
廻

向
・
回
向
」
等
、
そ
れ
ぞ
れ
を
同
じ
語
で
あ
る
と
認
定
し
た
も
の
が
あ
る
が
、

こ
れ
を
い
ち
い
ち
断
ら
な
い
。
各
異
体
字
、
抄
物
書
き
、
仮
名
書
き
の
語
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。
仮
名
書
き
か
っ
訓
読
み
の
場
合
や
構
成
漢
字
の
字
順
が

異
な
る
語
も
原
則
と
し
て
採
用
し
な
か
っ
た
。
「
受
記
・
授
記
」
「
受
成
・
授
戒
」

に
つ
い
て
は
、
別
語
で
あ
る
が
密
接
に
関
連
す
る
語
で
あ
る
た
め
そ
れ
ぞ
れ
「
受

記
」
「
受
戒
」
に
計
上
し
た
(
全
て
前
者
が
字
類
抄
表
記
)
。

・
「
恭
敬
礼
拝
」
「
三
帰
五
戒
」
「
三
明
六
通
」
「
漸
抽
問
機
悔
」
「
自
利
利
他
」
等
の

四
字
熟
語
に
見
え
る
語
で
、
上
位
語
と
下
位
語
が
そ
れ
ぞ
れ
二
字
熟
語
と
し
て

仏
法
部
に
収
録
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
に
計
上
し
た
。
ま

た
複
合
語
の
上
位
語
・
下
位
語
と
し
て
仏
法
部
語
が
見
え
る
場
合
も
同
様
で
あ

る
(
例
一
善
知
識
↓
知
識
、
南
大
門
↓
大
門
、
華
厳
経
↓
華
厳
、
摩
詞
止
観
↓

止
観
)
。

・
寺
名
(
白
馬
等
)
、
人
名
(
相
応
等
)
等
の
固
有
名
詞
類
に
つ
い
て
も
仏
法
部

語
と
同
定
し
た
場
合
が
あ
る
。

・
「
霊
験
」
は
二
箇
所

(
m
w

・
%
)
に
出
現
す
る
が
、
本
調
査
で
は
語
の
読
み
を

問
題
と
し
な
い
た
め
、
仮
名
文
献
に
「
れ
い
け
ん
」
等
と
仮
名
表
記
の
あ
る
も

の
で
も
両
者
に
計
上
し
た
。

・
「
川
御
斎
会
」
に
は
「
斎
会
」
の
語
も
計
上
し
た
。

・
用
例
調
査
の
対
象
と
し
た
の
は
、
以
下
の
文
献
で
あ
る
。

*
各
ジ
ャ
ン
ル
内
の
排
列
は
お
よ
そ
の
成
立
年
代
順
と
し
、
使
用
し
た
索
引

類
を
示
し
た
が
、
底
本
等
の
情
報
は
省
略
し
た
。
ま
た
こ
こ
に
示
さ
な
い
が
、

各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
本
文
・
影
印
を
補
助
的
に
使
用
し
た
場
合
が
あ
る
。

【
王
朝
物
語
】
(
五
種
)

・
落
窪
物
語
:
・
『
落
窪
物
語
総
索
引
』
(
松
尾
聡
・
江
口

E
弘
編
/
明
治
書
院
/
】
ま
斗
)

・
源
氏
物
語
・
:
『
源
氏
物
語
大
成
索
引
篇
』
(
池
田
亀
鑑
編
/
中
央
公
論
社

/
3
g
)

・
夜
の
寝
覚
:
・
『
夜
の
寝
覚
総
索
引
』

(
阪
倉
篤
義
・
高
村
元
継
・
志
水
富
夫
編
/
明
治
書
院
/
石
豆
)

・
浜
松
中
納
言
物
語
:
・
『
浜
松
中
納
言
物
語
総
索
引
』

(
池
田
利
夫
編
/
武
蔵
野
書
院
/
3
2
)

・
狭
衣
物
語
:
・
『
狭
衣
物
語
語
葉
索
引
』

(
塚
原
鉄
雄
・
秋
本
守
英
・
神
尾
暢
子
編
/
笠
間
書
院
/
3
J
)
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【
日
記
文
学
】
(
五
種
)

*
『
和
泉
式
部
日
記
』
に
は
該
当
語
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
表
内
に

は
他
五
文
献
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
示
し
た
。

・
土
左
日
記
・
崎
蛤
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
和
泉
式
部
日
記
・
更
級
日
記

・
『
平
安
日
記
文
学
総
合
語
集
索
引
』

(
西
端
幸
雄
・
木
村
雅
則
・
志
甫
由
紀
恵
編
/
勉
誠
社
/
右
ま
)

・
と
は
ず
が
た
り
;
・
『
と
は
ず
が
た
り
総
索
引
』
(
辻
村
敏
樹
編
/
笠
間
書
院
/
】

3M)



【
随
筆
】
(
三
種
)

*
『
方
丈
記
』
は
広
本
・
略
本
を
一
種
と
し
て
表
に
計
上
し
た
。

・
枕
草
子
・
:
『
校
本
枕
冊
子
』
(
問
中
重
太
郎
編
/
古
典
文
庫
/

3
ま
)

・
方
丈
記
(
広
本
・
略
本
)
・
:
『
方
丈
記
総
索
引
』

(
青
木
伶
子
編
/
武
蔵
野
書
院
/
3
S
)

・
徒
然
草
:
・
『
徒
然
草
総
索
引
』
(
時
枝
誠
記
編
/
至
文
堂
/
右
法
)

【
歴
史
物
語
】
(
四
種
)

-
栄
花
物
語
:
・
『
栄
花
物
語
一
本
文
と
索
引
自
立
語
索
引
篇
』

(
高
知
大
学
人
文
学
部
国
語
史
研
究
会
編
/
武
蔵
野
書
院
/
3
g
)

・
大
鏡
・
:
『
大
鏡
の
研
究
本
文
篇
』
(
秋
葉
安
太
郎
編
/
桜
楓
社
/
3
2
)

・
水
鏡
:
・
『
水
鏡
日
本
文
及
び
総
索
引
』
(
榊
原
邦
彦
編
/
笠
間
書
院
/
円
ゆ
き
)

・
増
鏡
:
・
『
増
鏡
総
索
引
』
(
門
屋
和
雄
編
/
明
治
書
院
/
3
謁
)

{
軍
記
物
語
】
(
七
種
)

・
将
門
記
:
・
『
将
門
記
一
研
究
と
資
料
』(
古
典
遺
産
の
会
編
/
新
読
書
社
/
3
8
)

・
保
元
物
語
・
:
『
保
元
物
語
総
索
引
』

(
坂
詰
力
治
・
見
野
久
幸
編
/
武
蔵
野
書
院
/
右
主
)

・
平
家
物
語
・
:
『
延
慶
本
平
家
物
語
索
引
篇
』

(
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
編
/
勉
誠
社
/

3
ま
)

・
平
治
物
語
:
・
『
平
治
物
語
総
索
引
』

(
坂
詰
力
治
・
見
野
久
幸
編
/
武
蔵
野
書
院
/
3
J
3
)

・
曽
我
物
語
:
・
『
曽
我
物
語
総
索
引
』(
大
野
晋
・
武
藤
宏
子
編
/
至
文
堂
/
-
3
3

・
太
平
記
:
・
『
土
井
本
太
平
記
一
本
文
及
び
語
奨
索
引
』

(
西
端
幸
雄
・
志
甫
由
紀
恵
編
/
勉
誠
社
/
-
3
3

・
義
経
記
:
・
『
義
経
記
文
節
索
引
』

(
大
塚
光
信
・
天
国
比
目
士
山
編
/
清
文
堂
出
版
/
芯
忠
)

{
説
話
物
語
】
(
四
種
)

・
打
開
集
・
:
『
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引
』(
東
辻
保
和
編
/
清
文
堂
出
版
/
右
竺
)

・
古
事
談
:
・
『
古
事
談
語
葉
索
引
』
(
有
賀
嘉
寿
子
編
/
笠
間
書
院
/
M
8
3

・
宇
治
拾
遺
物
語
・
:
『
宇
治
拾
遺
物
語
総
索
引
』

(
増
田
繁
夫
・
長
野
照
子
編
/
清
文
堂
出
版
/
3
a
)

・
十
訓
抄
・
:
『
十
訓
抄
い
本
文
と
索
引
』
(
泉
基
博
編
/
笠
間
書
院
/
芯
怨
)

、
• • -‘ 、‘

 

【
仏
教
説
話
】
(
七
種
)

・
三
宝
絵
・
:
『
三
宝
絵
詞
自
立
語
索
引
』

(
中
央
大
学
国
語
研
究
会
編
/
笠
間
書
院
/

3
虫
)

・
法
華
験
記
:
・
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
一
校
本
・
索
引
と
研
究
』

(
藤
井
俊
博
編
著
/
和
泉
書
院
/

3
ま
)

・
法
華
百
座
間
書
抄
:
・
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』

(
小
林
芳
規
編
/
武
蔵
野
書
院
/
3
3
)

・
宝
物
集
:
・
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
宝
物
集
総
索
引
』

(
月
本
直
子
・
月
本
雅
幸
編
/
汲
古
書
院
/
3
3
)

・
発
心
集
・
:
『
発
心
集
一
本
文
・
自
立
語
索
引
』

(
高
尾
稔
・
長
嶋
正
久
編
/
清
文
堂
出
版
/
右
虫
)

・
撰
集
抄
・
:
『
撰
集
抄
自
立
語
索
引
』
(
安
田
孝
子
・
梅
野
き
み
子
・
野
崎
典
子

・
森
瀬
代
土
枝
編
/
笠
間
書
院
/
M
O
O
-
)

・
沙
石
集
・
:
『
慶
長
十
年
古
活
字
本
沙
石
集
総
索
引
』

(
深
井
一
郎
編
/
勉
誠
社
/
芯
∞
。
)
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【
今
昔
物
語
集
】

・
今
昔
物
語
集
・
:
『
今
昔
物
語
集
索
引
』
(
小
峯
和
明
編
/
岩
波
書
一
庖
/
M
O
O
-
)



【
仏
教
関
係
書
・
神
仙
伝
】
(
ニ
四
種
)

・
三
教
指
帰
:
・
『
三
教
指
帰
・
性
霊
集
』
(
日
本
古
典
文
学
大
系
/
岩
波
書
庖
/
3
8
)

・
東
大
寺
楓
稿
文
稿
:
・
『
東
大
寺
観
論
文
稿
総
索
引
』

(
築
島
裕
編
/
汲
古
書
院
/
M
0
2
)

・
極
楽
願
往
生
歌
・
:
『
極
楽
願
往
生
歌
・
明
恵
上
人
歌
集
一
本
文
と
索
引
』

(
山
田
巌
・
木
村
田
属
編
/
笠
間
書
院
/
】

313

・
仮
名
書
き
往
生
要
集
・
:
『
高
野
山
西
南
院
蔵
本
往
生
要
集
総
索
引
』

(
月
本
直
子
編
/
汲
古
書
院
/
N
2
】)

・
正
法
眼
蔵
随
聞
記
・
:
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
語
葉
総
索
引
』

(
田
島
統
堂
・
近
藤
洋
子
編
/
法
蔵
館
/
】
蔀
】
)

・
歎
異
抄
:
・
『
歎
異
抄
日
本
文
と
索
引
』(
山
田
巌
・
木
村
農
編
/
新
典
社
/
右
京
)

.
明
恵
上
人
夢
記
・
却
廃
忘
記
・
光
言
句
義
釈
聴
集
記

・
『
明
暮
上
人
資
料
第
二
』
(
高
山
寺
典
籍
文
書
総
合
調
査
団
編
/
東
京
大

学
出
版
会
/
否
認
)

-
高
山
寺
本
表
白
集
・
:
『
室
岡
山
寺
本
古
往
来
表
白
集
』

〈
高
山
寺
典
籍
文
書
総
合
調
査
団
編
/
東
京
大
学
出
版
会
/
苫
ば
)

・
江
都
督
納
言
願
文
集
:
・
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
(
平
泉
澄
校
勘
/
至
文
堂
/
]
S
S

.
日
本
往
生
極
楽
記
・
本
朝
神
仙
伝
・
三
外
往
生
記
・
本
朝
新
修
往
生
伝
・

高
野
山
往
生
伝
・
念
仏
往
生
伝

・
『
往
生
伝
・
法
華
験
記
』
(
日
本
思
想
大
系
/
岩
波
書
庖
/
】

3
S

.
通
俗
釈
尊
伝
記
・
釈
迦
入
相

・
『
中
世
仏
伝
集
』
(
国
文
学
研
究
資
料
館
編
/
臨
川
書
唐
/
8
0
0
)

.
烏
亡
問
答
紗
・
諸
楓
舗
・
安
極
玉
泉
集
・
肝
心
集
・
本
朝
諸
社
記

:
『
中
世
唱
導
資
料
集
一
・
一
一
』
(
国
文
学
研
究
資
料
館
編
/
臨
川
書
庖
/
M
0
8
)

{
古
記
録
】
(
七
種
)

.
貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
・
御
堂
関
白
記
・
後
二
条
師
通
記
・

中
右
記
・
殿
暦
・
:
古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
公
開
/
M
O
E
-
M・
現
在
)

【
古
往
来
】
(
三
種
)

・
雲
州
往
来
・
:
『
雲
州
往
来
享
禄
本
一
研
究
と
総
索
引
』

(
三
保
忠
夫
・
三
保
サ
ト
子
編
/
和
泉
書
院
/
3
3
)

・
和
泉
往
来
:
・
『
高
野
山
西
南
院
蔵
本
和
泉
往
来
総
索
引
』

(
築
島
裕
編
/
汲
古
書
院
/
M
C
2
)

・
高
山
寺
本
古
往
来
・
:
『
高
山
寺
本
古
往
来
表
白
集
』

(
高
山
寺
典
籍
文
書
総
合
調
査
団
編
/
東
京
大
学
出
版
会
/
這
吋
)

【
そ
の
他
】
※
〔
〕
内
は
略
称

〔
霊
〕
性
霊
集
・
:
『
性
霊
集
一
宇
索
引
』
(
静
慈
固
編
/
東
方
出
版
/
3
2
)

〔
梁
〕
梁
塵
秘
抄
・
:
『
梁
塵
秘
抄
総
索
引
』

(
王
朝
文
学
研
究
会
編
/
武
蹴
野
書
院
/
冨
は
)

〔
一
三
三
教
指
帰
注
・
:
『
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』

〈
築
島
裕
・
小
林
芳
規
編
/
武
蔵
野
書
院
/
】
認
。
)

〔
草
〕
無
名
草
子
:
・
『
無
名
草
子
総
索
引
』
(
坂
詰
力
治
編
/
笠
間
書
院
/
否
司
)

〔
抄
〕
無
名
抄
・
:
『
無
名
抄
総
索
引
』

(
鈴
木
一
彦
・
鈴
木
雅
子
・
村
上
も
と
編
/
風
間
書
房
/
N
C
S
)

〔
海
〕
海
道
記
・
:
『
海
道
記
総
索
引
』

(
鈴
木
一
彦
・
蔵
田
知
之
・
中
山
緑
朗
編
/
明
治
書
院
/
石
試
)

〔
明
〕
明
恵
上
人
歌
集
;
『
極
楽
願
往
生
歌
・
明
恵
上
人
歌
集
一
本
文
と
索
引
』

(
山
田
巌
・
木
村
農
編
/
笠
間
書
院
/
石
ゴ
)
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〈表
A
〉

仏 >、/、. 仏
I白‘;

王日 歴軍 説仏
教

ヤ 王日 歴軍 税仏
教

ヤ

調記 随史 記鰭 殺人寸
関古古 、J 朝記 随史 記諮 殺人7 

関 古古 、J 

通見 物文 愛物 物物 説 普
係記往

ル遇 見 物文 筆物 物物 説 脅
係 記往

)].. 

し出 語学 (詩 詩語
書録来 そ

数し 出 語学 ハ誇 詩語
書 録来 そ

数
番し 一二二 r、

話 物 等ハハ の
〈 号幸 し ニー r、

話物 等 ，問、，、 の
(誇 ハ七三 他 ハ諮 七三 他

r、
号諾 五五 種四 七回 七 集 二種種

一号 誇 五五 積回 七四 七 集 穂積 ー
種種 )種 穂積 種 種種 〉種 種種 種 ーー四 ~I'-'

種
四

積
種 穏
V 

、句，

47 利他 1 1 3 5 霊 5 1 1 ヲIf真 112 5111 9 1梁海 7 
48 荷界 1 211 111 1114 7 1 2 ヲl導 1 312 311 412 7 

49 霊験 412 311 614 霊主事=海 7 1 3 因縁 111 412 711 1515 1 1':::'7毎明 10 

50 竪義 1 2 1611 414 因果 112 411 411 11 7 

S1 刊義 1 1 21113 明 6 1 5 六i盛 1 2111 1 
ー52 留難 日 6 論議 1 213 211 411 617 1梁= 11 

53 喬花 2 311 8 13 霊 7 1 7 論医 1 1 

54 加持 312 2 1 1 213 511 6 17 霊 111 8 八講 412 112 21 1 511 5 1711 11 

5S 加護 1 114 114 1 1 6 12 豆a昆 9 1 9 八教 1 1 

56 降伏 114 111 117 7 110 白馬 21211 211 11 417 1霊海 10 

571 A仰 114 212 5 11 霊明 7 111 入札 3 1 

58 講堂 6 211 5 4 112 忍辱 112 2 13 11 8 霊梁 7 
S9 雁浴 1 1 2 113 入滅 1 214 214 111115 明 9 

601 1:加藍 21 5 212 11 7 13 霊海 8 114 入室 1 111 2 11 1霊 7 

品11 ~再説 1 212 1 1 2 17 Z豆丞手 7 11S 柔和 21 1 3111 8 霊 6 

621 ~再銭 111 2 11 4 116 柔軟 112 11 2 4 

63 務経 2 3 1 1 415 E5昏a 6 117 I長女 311 313 415 115 411 梁ー 111 

641 [背1賀 211 2 1 1 3 13 霊 7 118 到JK可>1>炉サ勾・ 1 111 11111 3 11 霊 9 
65 講師 3 1 2 113 213 3 1 1 6 17 1梁tlJ 12119 党籍 211 2 3 
66 合殺 1 4 2 120 翻訳 1 4111 2 者""" 5 
67 方日挙 112 11 4 4 121 記長稲 113 216 1 1 7 13 霊 日

68 合党 1 1 122 j去花 312 314 614 711 1917 2霊梁草潟 12 
69 核条 o 123 宝~Ï 111 1 11 11 4-11 7 

70 賜磨 113 4-11 塁Z格a 5 124 笠窓 1 11111 5=6 EL 5 
711 :土門 212 11313 11 3 16 草 9 125 法会 1 313 213 11 8 15 梁海 9 

72 尊師 11 3 213 313 511 9 17 1霊 12126 jま用 311 1 15 4 

73笠章子 11112 1 611 6 127 予告露 21112 2 海 5 
741 i賞心 1 213 513 711 912 11'::'草海 11128 党行 1 2 11 1 4 4 
75 檀越 113 11 1 霊 5 129 苓提 412 314 614 711 2117 1霊梁コ潟明 12 
76 霊験 412 311 614 霊梁=:7fij 7 130 灯明 1 113 211 4 161 1 8 
77 練習 1 11312 4 131 読経 313 312 312 3 11 9 17 2霊 12 
78 続行 1 2 1 7 11 霊 6 132 斗薮 2 1 2 1霊海 5 
79 尊重 21111 3 12 5 133 度緑 1 6 2 

BO 1 f首{品 31 213 614 海 6 134 登壇 1 111 1 4 
81 僧家 1 21 1 3 13S 長諮 1 112 2 4 
82 僧房 213 1 13 315 11 2 17 海 10136 銭喜重 4 6 2 
83 過程 1 1 2 霊海 4 137 知i続 1 314 417 1 11012 霊潟明 9 

841 ~目陀 1 1 2 113 111 梁海 7 138 1貫戴 2 2 4 霊 4 
8S 念議 312 315 2 1 3 1 1 7 17 霊 10139 長行 霊 1 
86 念仏 413 3 12 614 611 1217 震梁草海 11140 中門 312 21 3 413 111 117 草 11 
B7 南無 2 214 215 1 11211 梁=章治 9 141 住持 112 111 1 2 霊 6 
88 内典 113 1 11 1 3 5 142 聴衆 112 311 2 17 6 

991 ~U平 214 414 1 11116 霊梁明 8 143 聴聞 112 3 1 4 317 11 8 211海 11 
90 ~l足 1 1 144 定者 11 1 1 3 4 

911 Mil 1 1 1 1 1 2 2 1 2 1 1 2 16 9 145 除帳 。
92 烏翠 112 2 海 4 146 持斎 111 211 411 明 7 

-7-



仏
Z、; 仏 .、〆・‘

王国 歴軍 説仏
教

ヤ 王日 歴軍 説仏
教

ヤ

朝記 随史 記話 教ム寸
関古 古 、J 制記 隠史 記謡 教 今

関古古
ン

巡見 物文 筆物 物物 説品田
{系記 f主

)[..逝 見 物文 築物 物物 説品目
{系記往

)[.. 

し出 語学 〈詩 2昔話 話物
番線 来そ

数し 出 Sま亀岡邑 ー今す世国 〈語 語E苦話物
番線来 で切

数
等ハ 〈の 等，...， 1"" の

容し ，炉、 r、.s.1，...， r、〆ー、
:I~ 〈七 三他

_.._II@ し ニーニr、r、，旬、 〈諾 (七三 他
〈

号 E昔 五五 穣回 七回 七 集 二種 種
ー号 騒 五五 種岡 七凶 七 集 二種種 一

種種 〉種 極経 経 回〉 種種 〉種 種稜 種 四 '-'1'-" ーー
‘、J

穫
稜

種
種

、ー'
、、ー' 、、，

139 f街花 o 1 93 者験 41212 2 15 5 

14日天台 314 317 111017 霊梁海 a 1 94 図繰 1 111 411 511 811 9 

141 安居 1 111 411 415 海 s 1 95 級カ 1 2 111 5 霊 5 

lを2三味 211 213 512 611 1416 霊梁草 111 96 威光 114 311 4-1 2 6 

1長3三帰 1 211 412 梁 6 1 97 i議議 1 113 4111 4- 霊梁海 7 

144 総色 1 1 11 1 11 5 1 98 潅仏 1 111 11 1 7 6 

145 讃嘆 111 111 411 12 j歩海 S 1 99 III頂 1 312 411 1116 主.. 畳 E 

146 相応 1 512 211 1113 1霊 9 1100 {契祭 512 114 51 3 711 161 6 霊梁=箪 11 
147 三明 11 3 2111 5 霊 O 1101 務敬 312 411 11 1霊梁 7 

148 三輪 2 311 6 14 霊 O 1102 帰依 113 2 16 11 8 11 霊梁海 s 
149 三綱 111 6 ξ""苦Z を10'3 花厳 11 1 112 216 111113 霊梁明 10 

150 彩l隠 1 1 110を {異曾 111 214 1 染明 d 

151 投勝 1 114 212 311 3 16 霊草 101105 菅修 1 1 

152 三礼 11 1 3 11 霊 5 1106 管行 1 111 411 111 2 霊梁 B 

153 ti~{E 1 1 2 5 16 1霊 7 1107 久住 1 2 1 2 霊 4 

154 坐1事 3 411 1012 潟明 6 1108 功徳 511 214 413 711 1414 1霊梁箪海 12 

155 桑門 1 1 1 2 辛.. 苦 5 1109 観空 1 1 2 3 

156 若干食 1 11 4-14 骨 110 'r毎過 2 11 2 111 1 梁 6 

157 語5巧t 2111 4- 震明 41111 it他 1 2 1 E三品忌 告

158 餓悔 2 214 216 111211 霊草渇 9 1112 摩1賞 1 6 E量晶ii. 3 

159 備'1:誕 11 1 312 311 6 11 海 9 1113 中*，sflj} 211 211 414 611 121 3 2霊梁海 12 
160 i貨仏 11 1 1 霊 -4 111'も 結~ 111 111 -4 

161 祈念 1 412 411 7 15 7 1115 ;紫E寄 1 14 112 11 5 1 6 霊= 8 

162 祈.~，ij 1 111 616 1霊 7 1116 顕密 112 311 611 111 2 霊 9 

163 議協 1 1 2 1117 教法 + 4111 8 海明 5 

164 経E面 21 3 217 11 9 13 霊潟 8 1118 日目教 1 2 11 311 霊 6 

165 経蔵 11 3 311 11 5 14 7 1119 偲傾 1 1 戸晶民 3 

166 行番 1 1 6 3 1120 絵廠 111 112 2 1 2 3 11 7 1 7 11 11 

167 行進 111 111 311 211 616 梁 111121 験者 212 113 3 1 3 111 1 12 10 

168 行者 1 214 315 11 a 11 梁海 9 1122 教it 211 3 1 2 511 612 宮

169 ~.仇￡伺イfí 1 2 明 3 1123 教授 11 4-1 3 霊 4 

170 維摩 311 215 11 4 112 & 1124 加fi 1 1 11 2 111 岳

171 商向 1 1 1125 仏法 1 11 3 514 7 1 1 181 5 2霊梁潟明 11 
172 強敬 111 311 811 霊 7 1126 仏名 112 21211 211 517 1草 11 
173 冥加 1 5121 2 1 1 1 梁iP 7 1127 布薩 1 2 111 4 

174 弥実 霊 1 1128 t乱読 1 1 1 2 3 11 717 7 

175 名問 211 512 411 5 11 8 1129 売S童 1 1 3 1 1 + 
176 冥i謹 1 1 2 1 130 書草台 111 112 21 2 11 6 。u
177 修法 413 114 214 1 1 1 5 17 霊 111 131 五貌 1 113 116 11 4 11 霊梁 9 
178 石i苦 1111 1 :2 1211 6 1132 五時 2 2 311 4 

1'79 読経 313 214 213 211 616 霊 111 133 S主乗 1 1 

130 守議 116 21 3 1 1 6 16 蔚孟孟宅島 a 1134 金主主 113 2 1 2 3 11 315 B 

181 国弘 2111 6 3 1135 金設 1 1 1 3‘ 霊 司国

182 自利 1 2 4 3 1 136 許可 1 1 

UB 荘厳 211 314 216 111312 霊梁 101 137 護摩 111 213 1 5 1 5 霊 E 

1Il4 周逝 1 1 1 138 御務会 1 113 211 211 41711 10 
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遇

し

寺舎

号

185 

186 

187 

1&8 

189 

190 

191 

192 

193 

194 

195 

196 

197 

19B 

199 

200 

201 

202 

203 

204 

205 

206 

207 

208 

209 

210 

211 

212 

213 

21骨

215 

216 

217 

218 

219 

220 
221 

222 

223 

224 
225 
226 

fム

主目 ~軍 説仏
教

朝記 随史 記諮 教~
関 古古

見 物文 筆物 物物 説脅
係 記往

出 語学 (詩 詩語
書 録来 そ

し ニー.1"'-、
諸物 等 ...-、，炉、 の

，.-..，-"、 (誇 七三 f自
誇 五五 種四 七回 七 集 種種
種種 〉種 纏種 務

四、、，、句" 、..，、、J
種
、回〆

勝利 1 311 211 4 

信施 1 211 4 
受記 1 111 3 11 梁

牽疏 1 111 1 12 霊
墾教 111 312 611 12 1 梁日月

冥言 111 214 214 511 1717 霊梁E月

止観 111 412 611 613 霊梁

悉曇 1 2 霊明

成実

寺家 1 111 6 

S車線 111 211 11 2 12 
鐙主主 1 
常行 1 211 211 3 16 

石磐

借住

呪勝 1 112 112 11 2 17 明
受持 3 311 9 11 霊梁

進蕃

釈教 1 1 

i争行 112 111 1 12 11 

i漆験 211 111 
趨学 1 312 411 4 14 梁

修行 313 213 614 711 1714 霊梁ニ潟明

受戒 314 313 11 7 16 ヨ;mき. 

師檀 212 2111 2 2 
師匠 2 31112 31111 
自慾 2 1 

障碍 211 211 6 11 
;凋瓶 11 5 11 霊
釈縫 2 12 さ;mき. 

~断
廻向 111 111 311 611 1114 
警日食 511 1 11 
白蜜 11211 7 梁

~p時 1 1 112 1 14 霊
警職 113 116 1 1 9 霊梁海

軍IJt主

説経 212 112 1 1 1 15 

説法 112 513 511 815 1雲梁抄潟明

禅厨 1 1 
禅主主 11112 2 12 1霊
1車定 111 116 214 1113 2 11 霊梁

-9ー

'.、‘¥.、~ 一ー . .‘ ‘， 

v 

ヤ
:r 、
)l，.. 

数
( 

一
一一
種
〉

6 
dを

6 
も

9 

11 

9 

3 。
4 

7 

1 

7 

G 。
9 

6 。
2 

7 

4 

E 

11 

B 
ι 
7 
2 

6 

4 

3 。
10 I 
告

5 

7 

7 。
7 
l(} 

2 
7 
11 



ジャンル名 書名 異なり路数 /226 
随筆 徒然草 39 0.17 

その他 海道記 38 0.17 

今昔物跨集 今昔物語集 145 0.64 歴史物語 地鋭 38 0.17 

軍記物語 平家物語 140 0.62 仏教関係書 本朝神仙伝 38 0.17 

軍記物語 太平記 137 0.61 王朝物館 源氏物語 37 0.16「1 
仏教説話 法華験記 135 0.6 随筆 枕草子 35 0.15 

古記録 小右記 123 0.54 仏教関係書 仮名書き往生要集 35 0.15 

仏教説話 沙右集 117 0.52 歴史物語 大鏡 34 0.15 I 

古記録 中右記 115 0.51 歴史物語 水鏡 32 0.14 

説話物語 古事鮫 103 0.46 仏教関係書 光冨句義釈聴、集記 32 0.14 

仏教関係書 江都督納言願文集 100 0.44 仏教説話 宝物集 32 0.14 

その他 性鐙集 92 0.41 軍記物語 保見物語 28 0.12 

歴史物語 栄花物語 87 0.38 仏教関係書 却廃忘記 24 0.11 I 

仏教関係書 高山寺本表白集 85 0.38 その他 明恵上人歌集 21 0.09 

古記録 殿暦 77 0.34 古往来 雲州往来 21 0.09 

仏教説話 ー宝絵 76 0.34 仏教関係書 歎異抄 21 0.09 

古記録 御堂関白記 75 0.33 仏教関係書 通俗釈尊伝記 20 0.09 

仏教説話 発心集 75 0.33 仏教関係書 本朝諸社記 20 0.09 

古記録 後二条師通記 74 033 説話物語 打開集 19 0.08 

仏教関係書 烏亡問答紗 69 0.31 王朝物語 狭衣物語 18 0.08 

軍記物語 曽我物語 67 0.3 日記文学 崎蛤日記 16 0.07 

仏教関係笹 本朝新修往生伝 67 0.3 軍記物語 平治物語 16 0.07 

仏教関係書 ニ外往生記 60 0.27 仏教関係書 釈迦八相 16 0.07 

説話物語 十~}"抄 59 0.26 古往来 高山寺本古往来 14 0.06 

仏教関係寄 高野山往生伝 59 0.26 随悠 方丈記 13 0.06 

仏教関係容 東大寺鼠踊文稿 57 0.25 その他 無名草子 12 0.05 

日記文学 とはずがたり 56 0.25 古往来 和泉往来 12 0.05 

仏教説話 撰集抄 56 0.25 仏教関係書 念仏往生伝 12 0.05 

古記録 貞信公記 54 0.24 王朝物語 浜松中納富物語 11 0.05 

仏教関係瞥 日本往生極楽記 53 0.23 王朝物語 夜の寝党 11 0.05 

説話物語 宇治拾遺物語 52 0.23 その他 ニ教指帰注 11 0.05 

仏教関係書 正法眼蔵随闘記 52 0.23 日記文学 更級日記 9 I 0.04 

仏教関係書 安極玉泉集 52 0.23 王朝物語 落窪物語 8 I 0.04 

仏教関係書 肝心集 51 0.23 日記文学 紫式部日記 8 10.04 

古記録 九暦 50 0.22 仏教関係書 ニ教指帰 8 I 0.04 

軍記物語 義経記 48 0.21 仏教関係書 極楽願往生歌 5 I 0.02 

仏教関係書 明恵上人夢記 47 0.21 その他 無名抄 4 I 0.02 

仏教関係書 E者鼠踊 46 0.2 軍記物語 将門記 4 I 0.02 

その他 梁塵秘抄 44 0.19 日記文学 土左日記 2 I 0.01 

仏教説話 法華百座間容抄 41 0.18 日記文学 和泉式部日記 。。

ジャンル名 異なり語数 /226 

仏教関係書 186 0.82 

仏教説話 174 0.77 

軍記物語 174 0.77 

古記録 150 0.66 
i寸b、ま日包 145 0.64 

説話物語 118 0.52 

歴史物語 107 0.47 

日記文学 63 0.28 

随筆 62 0.27 

王朝物語 40 0.18 

古往来 40 0.18 

その他 129 0.57 
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〈表
F
〉
よ
り
広
範
囲
に
用
い
ら
れ
る
語

仏
v 

玉目 歴lI!説仏
紋

ヤ

朝記 随史 記話 教(づ
関古宮 、‘J 

遇 見 物文 筆物
物詩 物語

係穏健
)J.， 説品目 書録来 そ

し 出 語学 (誇 諸 物 等"-...，，，-... の
数

号寄 し ニーユF、"-...，，，-... (語 (七三 ft!.l 
( 

号 語 五五 積四 七四 七 集 ニ積種 一
穂積 〉種 穂積 積

四'-'，'-'
-ー

、-'、_，
種

穏

) 

、J

22 浪花 3 1 2 314 614 711 191 7 2 霊梁草海 12 

29 音援 412 314 614 711 2117 1 霊梁ー潟明 12 

31 読経 3 13 3 12 312 311 9 171 2 霊 12 

65 講師 3 1 2 1 13 21 3 311 61711 主義11> 12 
72 導師 1 13 2 1 3 313 511 9 171 1 霊 12 

108 坊徳 5 11 214 413 711 1414 1 霊梁草海 12 

113 結縁 211 211 414 611 12131 2 霊梁海 12 

6 論議官 1 213 21 1 41 1 品 711 官民ー 11 

B I JU時 412 112 21 1 Sll 5 1 711 11 

17 t主!文 3 11 313 415 11 5 41 1 梁= 11 
中。 中門 3 1 2 213 413 111 1 1 7 1草 11 

43 聴聞 112 314 317 11 8 211 海 11 

54 加持 3 12 211 21 3 51 1 6 17 霊 11 

74 ~自心 1 2 1 3 513 711 9 121 1 ー草淘 11 

86 念仏 413 3 12 614 611 1217 霊梁草潟 11 

100 {時義 5 12 1 1 4 513 711 1616 霊主義ー窓 口

120 喜吉原E1 1 1 112 2 1 2 31 1 7 171 1 11 

125 仏法 1 113 514 71 1 1815 2 霊梁海目月 11 

126 仏名 112 2 1 2 1 1 21 1 5 171 1 草 11 

142 ー味 211 213 51 2 61 1 1416 霊梁草 11 

167 行m 111 111 31 1 21 1 6 16 梁 11 

177 修法 413 1 14 214 111 5 17 霊 11 

179 翁絃 3 13 2 1 4 21 3 2 11 6 16 哩""き 11 

190 真言・ 1 1 1 2 1 4 214 511 1717 霊梁明 11 

207 修行 313 2 1 3 614 711 1714 霊梁ー海日月 11 
2261 j!百定 1 1 1 1 1 1 6 1 2 1 4 1 1 1 13 1 2 1 1 霊梁 11 

〈表
E
〉
よ
り
狭
い
範
囲
で
用
い
ら
れ
る
/
用
例
の
な
い
語

fA 
ジ

玉目

随筆 物虚史

軍説
教仏 今 関係教 省

古 ヤ

草E記
記物 物諸 往 ーノ

li1l見 物文
説話 普物
香記織 来そ)1-

し出 持学 ~I~苦 持語 等((の.激
脅し ニー二戸、 (錯 (七 三他〔
号 音苦 五五 積回 七四 七積 集 二種 種ー種種 v 積 種種 四〉 〉種

積
〉

今5 除1俄 。
52 官官鍛 。
69 寄古来 。
139摘花 。
193成実 。
198右惑 。
19911官位 。
2021 i監察 。
215無断 。
221 革'J~:主 。
7 諭区 1 1 
9 1)¥事責 1 1 
11 入札 3 1 
39 長行 霊 1
6B 首党 1 1 
90 1 ~Lえ 1 1 
105 音節 1 1 
133 定書k 1 1 
136 E午宵 1 1 
150 ~~幡 1 1 
171 而肉 1 
174 祢7' 霊 1
184 周沼 1 11 
196 3理J.tt 1 11 

〈表
D
〉
古
記
録
類
に
現
れ
な
い
が
、
別
ジ
ャ
ン
ル
に
現
れ
る
語
群

仏
レ〆

玉目 歴軍 説仏
教

ヤ

朝記 随史 記諮 教へ寸
関古 古 ャノ

通 見 物文 M物 平均物
係記 t主

説 普 書録 来て~ I)J.， 
し 出 籍学 (誇 話器 話物 等((の数
号寄 し 一一日 ( 〈 詩 (七 三他(
号 ま吾 五五 積回 七回

七積 集 二種穏ー
種種 〉箔 種種 四)〉種

種
〉

189 翌幸守 1 1 1 31 2 611 12 1 梁明 9 

145 i質H実 11 1 1 1 1 411 12 抄海 B 

1 号|摂 112 5 111 9 1 梁海 7 

今 国主性 112 411 411 11 7 

12 恋辱 11 2 2 13 1 1 8 霊梁 7 

56 IIl:I:イ?で 1 114 111 11 7 7 

自4 5買陀 112 113 1 1 1 梁潟 7 
97 制量殺 1 11 3 4111 4 霊梁海 ? 

101 無事世 312 41 1 11 1 霊梁 7 
220 笠原B 113 116 1 1 9 霊梁海 7 

lS 議ヰ日 21 1 3 1 1 1 8 霊 6 

H 1=E1守 112 1 1 '1 1 2 暑z苦 6 

51 手1/主主 1 1 2 11 1 3 明 凸

110 -陶過 2 -1 1 2 11 1 1 梁 6 

147 =明 113 2111 5 霊 6 

185 勝利 1 311 2111 4- 6 

fO~_lJili被 212U1112_ 21 1 6 

〈表
G
〉
仏
教
関
係
書
に
現
れ
な
い
が
、
別
ジ
ャ
ン
ル
に
現
れ
る
語
群

イム
v 

玉目 歴軍 説仏
教

ヤ

朝記 随史 記話 教〈寸
関古
f古主 J 係記

通 見 物文 主置物 物宇部 説 普 脅錬 来そ )1" 

し 出 語学 ( 喜善 詩語 話物 等((の 数
宅寄 し =一ニr、 :I~署 (七 三他(
号 語 五五 額四 七四

七積 集 二種 種ー種種 〉穏 種種 四〉 〉種
積
) 

130 型車台 111 112 2 1211 6 s 
73 11tt章子 11112 1 61 1 6 

98 i!Hム 1 1 1 1 1 1 1 7 6 

104 l旦舎 111 214 1 梁明 6 

135 .8.L絞 1 1 1 3 ~ 15 
34 主主投 1 111 1 今

35 4美総 1 1 2 4 
44 定着f 111 1 4 
58 E再A: 品 211 4 
114 結m 1 1 1 1 1 4 
1今9 ー椀 1 1 1 霊 4
160 強仏 1 11 1 霊 4
194 寺号茸1 1 111 6 4 
205 f!(ii~負 211 111 今



〈表
B
〉
の
通
り
、
仏
法
部
語
葉
の
使
用
率
で
は
「
今
昔
物
語
集
」

が
最
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
明
平
家
物
語
」
「
太
平
記
」
と
続
く
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
各
文
献
の
総
異
な
り
語
数
が
大
い
に
影
響
し
て
い

る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
書
で
他
の
仏
教
関

係
書
類
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と
は
、
仏
法
部
語
葉
が
、
法
会

の
場
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
種
類
の
語
葉
よ
り
も
所
謂
和
漢
混
滑
文

の
語
葉
と
重
複
す
る
部
分
が
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
字
類
抄

に
収
録
さ
れ
た
語
の
性
格
が
よ
り
日
常
・
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
裏
付
け
る
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
〈
表
G
〉
に
示
し
た

よ
う
な
、
仏
教
関
係
書
に
見
つ
け
難
い
語
群
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
字
類
抄
語
葉
が
「
日
常
・
一
般
的
で
あ
る
こ
と
」
が
何

を
指
向
す
る
か
と
言
う
と
、
従
来
は
そ
の
代
表
が
「
古
記
録
」
で
あ

る
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
〈
表
D
〉
の
知
く
、
今
回
調

査
対
象
と
し
た
七
種
の
「
古
記
録
」
類
に
は
一
切
現
れ
な
い
一
七
語

の
中
に
、
「
因
果
」
「
讃
嘆
」
等
の
語
が
見
出
せ
、
こ
れ
ら
の
全
て
が

「
軍
記
物
語
」
「
仏
教
説
話
」
「
今
昔
物
語
集
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
(
も
は
や
「
頻
出
の
語
」
と
言
っ
て
も
良
い
)
か
ら
も
、
宇
類

抄
が
「
記
録
・
往
来
」
の
よ
う
な
実
用
的
な
用
途
の
み
の
た
め
に
編

ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
裏
を
返
せ
ば
ま
た
そ
の
よ
う
な
位
相
の
語

葉
の
み
を
採
録
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
が
自
ず

と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に以

上
の
用
例
調
査
の
範
囲
の
甚
だ
不
十
分
で
あ
る
点
を
補

え
ば
、
す
な
わ
ち
調
査
対
象
で
あ
る
文
献
や
時
代
を
広
げ
れ
ば
、
用

例
の
多
寡
や
有
無
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、

あ
る
語
が
こ
こ
に
挙
げ
た
多
く
の
書
物
に
現
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

実
際
の
文
章
の
中
で
使
用
さ
れ
た
頻
度
と
一
定
の
度
合
い
で
比
例
す

る
も
の
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
〈
表
D
〉
〈
表

G
〉
の
よ
う
に
、
各
文
献
で
特
有
に
「
出
現
し
な
い
」
語
を
眺
め
る

こ
と
も
、
字
類
抄
の
性
格
を
知
る
上
で
は
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
(
や
は
り
、
「
因
果
」
等
が
右
に
挙
げ

た
古
記
録
類
に
出
な
い
こ
と
は
不
思
議
で
あ
る
)
。

す
な
わ
ち
用
例
を
眺
め
れ
ば
、
古
記
録
等
の
実
用
的
な
文
章
を
記

す
目
的
の
た
め
の
語
と
い
う
よ
り
は
、
仏
教
説
話
等
に
用
い
ら
れ
、

庶
民
に
も
通
じ
る
程
度
の
難
度
の
語
、
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
た
事
実

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
無
論
、
他
部
と
同
様
に
、

古
語
(
同
時
代
の
用
例
が
見
出
し
難
い
語
)
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
「
今
昔
物
語
集
」
が
仏
法
部
語
棄
の
六
四
%
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
多
く
は
唱
導
文
学
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

も
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
、
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《
今
後
の
課
題
》

今
回
調
査
の
及
ば
な
か
っ
た
文
献
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ャ

ン
ル
毎
の
カ
バ
ー
す
る
異
な
り
語
数
も
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た

今
回
は
文
献
の
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
区
別
し
そ
の
傾
向
を
示
し
た
が
、

文
献
筆
録
者
の
職
種
、
読
者
・
聴
衆
層
、
文
体
差
、
各
文
献
の
語
棄

量
等
の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
や
、
小
峯
和
明
氏
の
定
義
さ
れ
た
よ

う
な
「
法
会
文
芸
」
と
い
う
側
面
か
ら
こ
の
問
題
を
捉
え
な
お
す
こ

と
、
字
類
抄
の
表
記
(
論
議
・
加
茶
等
)
と
共
通
す
る
文
献
層
の
探

索
を
行
う
こ
と
等
も
、
有
意
義
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

[
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[
付
記
〕

-
本
稿
は
、
第
一

O
七
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
(
於
東
京
大
学
山
上
会
館

/
平
成
二
四
年
一

O
月
二
一
日
)
の
発
表
原
稿
の
一
部
に
加
筆
修
正
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
。

-
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
萩
原
義
雄
先
生
か
ら
特
に
語
義
・
表
記
に
関
し
て

重
要
な
御
教
授
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

・
先
行
研
究
の
引
用
、
書
籍
名
等
で
、
旧
字
を
通
行
字
に
改
め
た
場
合
の
あ
る

こ
と
を
、
お
断
り
す
る
。
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-
本
研
究
は
、
平
成
二
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
)

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(
ふ
じ
も
と

あ
か
り

円。

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・

P
D
)


